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2 .   七 福 タ オ ル の 歴 史  

 

吹揚神社のおみくじから「七福 」と命名  

 

七 福 タ オ ル は 、19 59 年 2 月 に 今 治 市 別 宮 町 に て 河 北 泰 三 氏 の 父

親 で あ る 明 氏 が 創 業 し た タ オ ル メ ー カ ー で あ る （ 四 国 タ オ ル 工 業 組

合 へ の 申 請 は 1 96 2 年 1

月 1 日 ）。「 七 福 」と い う 名

前 は 明 氏 が 名 付 け た 。明 氏

が 今 治 城 内 に あ る 吹 揚 神

社 に 参 拝 し 、お み く じ を 引

い た 際 に「 七 福 」と い う 言

葉 が 書 い て あ り 、「 こ の 七

福 を 付 け た 名 前 に し よ う 」

と 社 名 に な っ た 。七 福 タ オ

ル の 企 業 パ ン フ レ ッ ト

（ 2 0 1 9 年 ）に も 、「 社 名 の

『 七 福 』は 、日 本 古 来 の 福

の 神 で あ る 七 福 神 か ら い

た だ い た も の 」 と 記 し て あ る 。  

創 業 当 初 の 「 七 福 タ オ ル 工 場 」 は 、 豊 田 自 動 織 機 製 の シ ャ ト ル 織

機 1 2 台 を 備 え 、 問 屋 制 下 請 企 業 と し て タ オ ル 製 造 を ス タ ー ト さ せ

た 。 時 代 は 高 度 経 済 成 長 期 に あ り 、 ま た 数 年 後 に は 東 京 オ リ ン ピ ッ

ク を 控 え て い た た め 日 本 経 済 は 好 調 で あ っ た が 、 創 業 か ら 数 年 間 七

福 タ オ ル 工 場 は あ ま り 仕 事 に 恵 ま れ ず 、 織 機 の 稼 働 率 が 悪 か っ た 。

前 月 号（ 2 0 2 5 年 8 月 号 ）で も 触 れ た が 、そ の 頃 に 誕 生 し た 河 北 氏

の 「 泰 三 」 と い う 名 前 は 、 父 親 が 七 福 タ オ ル 工 場 の 安 泰 を 祈 願 し て

名 付 け た も の で あ る 。  

七 福 タ オ ル 工 場 は 、 河 北 氏 が 入 社 し た 1 9 8 5 年 の 8 月 1 日 に 法

人 化 さ れ 、七 福 タ オ ル（ 株 ）と な っ た 。 表 1 は 七 福 タ オ ル の 沿 革 で
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あ る 。 法 人 化 当 初 は 従 業 員 5 名 を 抱 え 、 し ば ら く 西 川 産 業 （ 株 ）   

（ 現 ・ 西 川 株 式 会 社 ） の 下 請 け タ オ ル メ ー カ ー と し て タ オ ル ケ ッ ト

を 製 造 し た 。ま た 、こ の 年 に タ オ ル 工 場 を 増 築 し 、革 新 織 機 6 台 を

新 し く 設 置 し て 増 産 体 制 に 入 っ た 。 こ の 背 景 に は 河 北 氏 の 帰 今 と 入

社 が あ っ た 。  

 

表 1   七 福 タ オ ル （ 株 ） 沿 革  

 

LOOKS
ノート注釈
遡ること室町時代、近江国蒲生郡に生まれた仁右衛門が1566年に蚊帳や生活雑貨の販売事業を開始したところから同社の歴史がはじまる。明治期に入り布団を扱うようになり、寝具部門に進出。1947年、卸部門として西川産業（株）を設立。その後、布団を主軸に寝具用品の製造・販売・卸をおこない、成長を遂げる。2019年に西川産業、西川リビング、京都西川が経営統合し、現在の西川（株）となる。
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1 9 8 7 年 、 河 北 氏 の 発 案 で 七 福 タ オ ル は 初 の 自 社 ブ ラ ン ド を 開 発

し 、 実 需 直 結 型 の タ オ ル づ く り に 本 格 的 に 舵 を と っ た 。 自 社 ブ ラ ン

ド は 、 河 北 氏 が 中 心 と な っ て ア イ デ ィ ア を 出 し 、 そ れ を 形 に し て い

っ た 。そ し て 2 年 後 、バ ブ ル 経 済 の 好 況 で 問 屋 主 導 の ブ ラ ン ド 名 入

り タ オ ル に ま だ 勢 い が あ っ た が 、七 福 タ オ ル で は 直 販 比 率 を 3 0 %に

ま で 引 き 上 げ た 。  

1 9 9 0 年 代 に な る と コ ン ピ ュ ー タ 化 の 波 が 押 し 寄 せ 、 七 福 タ オ ル

で も 1 9 9 2 年 に コ ン ピ ュ ー タ 導 入 に よ る 生 産 管 理 に 着 手 し 、同 時 に

C G S（ C om pu te r  G r ap h i c s）   を 活 用 し て ジ ャ カ ー ド 織 機 用 紋

紙 （ パ ン チ カ ー ド ） に 代 わ る 織 物 の 組 織 図 を 自 社 で 製 作 す る よ う に

な っ た 。 紋 紙 の 製 作 は か つ て 専 門 業 者 に 外 注 し て い た が 、 シ ャ ト ル

織 機 か ら 革 新 織 機 に 移 行 す る 過 程 で コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 電 子 化 さ

れ 、 七 福 タ オ ル の よ う に 産 地 で も 内 製 化 す る タ オ ル メ ー カ ー が 増 え

て い っ た 。  

戦 後 か ら 右 肩 上 が り の 生 産 高 を 記 録 し て き た 今 治 タ オ ル 工 業 で あ

る が 、 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 は 下 降 に 転 じ 、 新 た な 時 代 に 突 入 し よ う と

し て い た 1 9 9 6 年 、七 福 タ オ ル で は 創 業 当 初 に 建 て ら れ た 別 宮 町 の

工 場 が 手 狭 に な り 、 自 社 ブ ラ ン ド が 軌 道 に 乗 っ た タ イ ミ ン グ で 港 湾

施 設 が 集 ま る 今 治 市 冨 田 新 港 へ 本 社 工 場 を 移 転 し た 。  

移 転 の 際 、 旧 工 場 に あ っ た 織 機 1 2 台 の う ち 4 台 を 廃 棄 し 、 残 り

の 8 台 を 新 工 場 へ 移 転 、そ し て 新 た に レ ピ ア 式 革 新 織 機 2 台 を 増 設

LOOKS
ノート注釈
コンピュータ・グラフィクスは、コンピュータを使って描かれた図形や画像のこと。
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し た 。 新 本 社 工 場 を 建 て る 際 に 河 北 氏 は 、 従 業 員 に と っ て 働 く 場 所

が 楽 し く な る よ う に 、 建 物 の 外 見 は も ち ろ ん 建 物 の な か の 空 間 に も

こ だ わ っ た 。 自 社 ブ ラ ン ド 開 発 を さ ら に 強 固 に す る た め に 社 内 に 新

し く 企 画 室 を 設 置 し 、オ ン ラ イ ン 取 引 に 対 応 で き る 環 境 を 整 備 し た 。

そ の 成 果 は 確 実 に 表 れ 、 1 9 9 8 年 に は 直 販 比 率 7 0 %を 達 成 し た 。  

 200 0 年 、 別 宮 町 の 旧 本 社 工 場 に 整 経 機 を 置 き 、 こ こ を 七 福 タ オ

ル の サ ン プ ル 工 場 と し て 稼 働 さ せ た 。翌 年 の 2 0 0 1 年 に は イ ン タ ー

ネ ッ ト 販 売 を 開 始 し 、 消 費 者 と 直 接 つ な が る ル ー ト を 確 立 さ せ た 。

「 日 本 狭 し と 言 え ど 、 七 福 タ オ ル の ブ ラ ン ド タ オ ル を 含 め 今 治 タ オ

ル を 小 売 店 で 扱 っ て い な い と こ ろ が 全 国 に は ま だ ま だ あ り ま す 。 そ

こ で 、 そ う い っ た 場 所 で も 今 治 タ オ ル を 届 け ら れ る よ う に し た い で

す ね 」 と い う 河 北 氏 の 思 い か ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 販 売 を は じ め た 。  

同 時 期 、「 ジ ャ パ ン ク リ エ ー シ ョ ン 」へ 自 社 ブ ラ ン ド を 引 っ さ げ て

初 出 展 し 、 七 福 タ オ ル で 築 き 上 げ て き た 技 術 と セ ン ス を ア ピ ー ル し

た 。こ の 頃 か ら 河 北 氏 の 頭 の

な か に は 海 外 志 向 が 芽 生 え

て い た 。  

 2 0 0 2 年 、七 福 タ オ ル 初 代

社 長 の 明 氏 が 7 2 歳 で 第 一 線

を 退 き 、河 北 氏 が 二 代 目 社 長

に 就 任 し た 。河 北 氏 は 自 社 ブ

ラ ン ド 開 発 を は じ め 、会 社 の

実 質 の マ ネ ジ メ ン ト を す で

に 担 っ て お り 、社 長 交 代 は 満

を 持 し て の こ と だ っ た 。河 北

氏 は 、社 長 交 代 を 知 ら せ る ハ

ガ キ を 関 係 各 所 に 送 付 し 、改

め て リ ー ダ ー 交 代 を 外 部 に

発 信 し た 。河 北 氏 は 、ハ ガ キ

を 読 ん だ 人 の 印 象 に 残 る よ

 

社 長 交 代 を 通 知 す る ハ ガ キ に 掲 載 さ れ た  

河 北 泰 三 氏 の プ ロ フ ィ ー ル  

河北　泰三　プロフィール

１９６２年（昭３７）５月１９日愛媛県今治市にて河北明・律子　三男として誕生

１９６７年（昭４２）４月 今治市内・今治幼稚園　入園、卒園

～ 年長時、担任の先生に初恋

１９６９年（昭４４）３月

１９６９年（昭４４）４月 今治市立別宮小学校　入学・卒業

～ 小６時　校内写生大会にて金賞、初めての賞状

１９７５年（昭５０）３月

１９７５年（昭５０）４月 今治市立近見中学校　入学・卒業

～ 軟式テニス部入部　３年時県予選決勝戦・大量リード

１９７８年（昭５３）３月 から逆転負け。詰めの甘さ、油断を体験

１９７８年（昭５３）４月 愛媛県立今治南高等学校　入学・卒業

～ 軟式テニス部入部

１９８１年（昭５６）３月 花屋・パン屋に興味を持つ

１９８１年（昭５６）４月 東海大学工学部経営工学科　入学・卒業

～ 落語研究部入部　落語から“人間の業”を知る

１９８５年（昭６０）３月 卒業研究“タオルの市場と売り方”

１９８５年（昭６０）４月 七福タオル株式会社　入社　専務取締役就任

１９８７年（昭６２） 流通改革に着手・自社ブランド開発開始

２００２年（平１４）８月 代表取締役就任

血液型：Ａ　牡牛座　寅年　

好きなもの

歌：雨に唄えば　映画：太陽がいっぱい　俳優：ロバート・デ・ニーロ　作家：松本清張

漫画家:手塚治虫　花：マーガレット　季節：初夏　果実：ビワ　噺家：立川談志

外国：イタリア　動物：虎　菓子：ゼリービーンズ　酒：ビール　山：富士山　　

歌手：桑田敬祐　スポーツ選手：山下泰裕　小説：２１歳の父　

その他：相田みつを　落語　黄昏色　温泉　ミュージカル　等



「タオルびと」2025 年9 月号（河北泰三氏編②） 

 

 

5 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

う に 、 通 常 で は あ り 得 な い 自 身 の プ

ロ フ ィ ー ル を 詳 細 に 掲 載 し た （ 上 記

の「 河 北 泰 三 プ ロ フ ィ ー ル 」を 参 照 ）。 

社 長 交 代 は 会 社 に と っ て 大 き な 節

目 で あ り 、転 機 で も あ る 。こ れ を 契 機

に 河 北 氏 は ユ ニ フ ォ ー ム を 作 成 し た 。

ま た 、 ず っ と 頭 の な か で 泳 が せ て い

た「 海 外 」へ も 打 っ て 出 た 。ア メ リ カ

の 「 ニ ュ ー ヨ ー ク ホ ー ム テ キ ス タ イ

ル シ ョ ー 」へ 出 展 し 、七 福 タ オ ル が 初

め て 海 外 の 地 を 踏 ん だ 。 自 社 ブ ラ ン

ド の さ ら な る 強 化 に 努 め 、（ 株 ）イ ッ

ソ・エ ッ コ と 企 画 提 携 し「 イ ッ ソ・エ

ッ コ 」を 立 ち 上 げ た 。イ ッ ソ・エ ッ コ

は 、 古 屋 デ ザ イ ン 事 務 所 が 1 9 8 9 年

に 設 立 し た 衣 ・ 住 関 連 の デ ザ イ ン 企

画 を お こ な う 会 社 で あ り 、 日 本 の モ ノ づ く り の 産 地 と さ ま ざ ま な 商

品 を 共 同 開 発 し て い る 。  

さ ら に 、1 2 月 に は レ ピ ア 式 革 新 織 機 を 新 た に 導 入 し 、多 様 な 柄 と

デ ザ イ ン を 得 意 と す る 七 福 タ オ ル の 自 社 ブ ラ ン ド を よ り 一 層 強 固 な

も の に し た 。 確 固 た る 織 り の 技 術 を も つ 七 福 タ オ ル だ か ら こ そ の 戦

略 で あ っ た 。  

 

「笑 う門には七福タオル」 

 

 2 0 0 9 年 、七 福 タ オ ル は 創 業 5 0 周 年 を 迎 え 、記 念 事 業 と し て「 立

川 志 の 輔 ・ 春 風 亭 昇 太 夢 の 二 人 会 」 を 開 催 し 、 河 北 氏 み ず か ら 前 座

を 務 め た 。 前 座 と 言 っ て も 、 こ の と き は 落 語 家 風 に 演 者 の 紹 介 を し

た だ け だ が 、 そ の 内 容 が 面 白 お か し く 、 観 客 は オ リ ジ ナ ル の 落 語 だ

と お も っ て い た ら し い 。  

 

 

2 0 0 2 年 社 長 就 任 時 の 写 真  

（ 写 真 提 供 ： 河 北 泰 三 氏 ）  

 

当 時 ４ ０ 歳  
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前 座 と し て 登 壇  

 

左 か ら 春 風 亭 昇 太 氏 、 河 北 泰 三 氏 、 立 川 志 の 輔  

ト リ を 務 め た 立 川 氏 口 演 後 の ア フ タ ー ト ー ク の 様 子  

（ 写 真 提 供 ： 河 北 泰 三 氏 ）  

 

「 笑 う 門 に は 七 福 タ オ ル 」の 名 言 は 、 5 0 周 年 を 迎 え た 七 福 タ オ ル

へ 立 川 志 の 輔 氏 が 贈 っ た 祝 い の 言 葉 で あ り 、 七 福 タ オ ル の キ ャ ッ チ

フ レ ー ズ に な っ て い る 。 一 方 の 春 風 亭 昇 太 氏 も 負 け て は い な い 。 七

福 タ オ ル に か け て 、「 こ ぼ す 、た ら す 、ぬ ら す 、な が す 、も ら す 、た

ま る 、 あ ふ れ る 、 七 拭 く タ オ ル 」 と 詠 み 、 七 福 タ オ ル の 5 0 年 の 歩

み を 讃 え た 。  

 201 1 年 3 月 1 1 日 の 東 日 本 大 震 災 を へ て 、七 福 タ オ ル は「 家 族 」
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や「 人 」と の つ な が り を コ ン セ

プ ト に し た タ オ ル づ く り を 積

極 的 に お こ な う よ う に な っ

た 。 七 福 タ オ ル の コ マ ー シ ャ

ル 動 画 が 誕 生 し た の は こ の 時

期 で あ る 。  

2 0 1 9 年 、 河 北 氏 は 2 0 0 9

年 に 引 き つ づ い て 創 業 6 0 周

年 を 記 念 し た「 今 治 落 語 会  立

川 志 の 輔・春 風 亭 昇 太 」を 開 催

し た 。 今 治 と 落 語 を つ な げ て

い る の は 河 北 氏 で あ る 。 い ま

で は 今 治 の 恒 例 行 事 と し て 今

治 市 民 に 認 知 さ れ て お り 、

2 0 2 4 年 に は 今 治 市 合 併 2 0

周 年 記 念 事 業 と し て 、2 0 2 4 年 8 月 2 9 日（ 台 風 で 中 止 ）、1 1 月 1 1

日 、 2 0 2 5 年 2 月 2 4 日 の 3 回 シ リ ー ズ で 企 画 さ れ た 。  

そ し て 、 2 0 2 3 年 に は 七 福 タ オ ル の 長 年 の 企 業 努 力 が 一 つ の 形 と

し て 結 実 す る 。経 済 産 業 省 か ら「 次 代 を 担 う 繊 維 産 業 企 業 1 0 0 選 」

に 選 出 さ れ 、 厚 生 労 働 省 か ら は 「 ユ ー ス エ ー ル 認 定 企 業 」 に 認 定 さ

れ た 。  

   

 

 

立 川 志 の 輔 氏 と 春 風 亭 昇 太 氏 か ら 贈 ら れ た  

言 葉 を 扇 子 に 記 載 し 、「 七 福 タ オ ル 創 業 5 0 周

年 記 念 」 と し て 個 数 限 定 で 配 布 さ れ た  

（ 写 真 提 供 ： 河 北 泰 三 氏 ）  

七 福 タ オ ル 創 業 6 0 周 年 記 念  

「 今 治 落 語 会  立 川 志 の 輔 ・ 春 風 亭 昇 太 」  

開 催 を 知 ら せ る チ ラ シ  
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3 .   河 北 氏 の 覚 悟 と 七 福 タ オ ル の 成 長  

 

直販ルートと自社ブランドの確立  

 

河 北 氏 は 、1 985 年 3 月 に 大 学 を 卒 業 し た の ち 帰 今 し 、将 来 は 家

業 を 継 ぐ た め に 七 福 タ オ ル 工 場 に 入 社 し た 。 大 学 で の 落 研 生 活 で 落

語 家 、 ま た は 放 送 作 家 を 目 指 そ う と 本 気 で お も っ て い た 河 北 氏 で あ

っ た が 、 そ の こ と を 両 親 に 打 ち 明 け た と こ ろ 、 母 親 の 律 子 氏 が 涙 を

流 し た 。河 北 氏 は そ の 涙 を み て 、「あ ぁ 、親 孝 行 せ な あ か ん な 」と 落

語 家 と 放 送 作 家 の 夢 を 潔 く あ き ら め 、 河 北 氏 の 心 の な か で は 「 都 落

ち 」 し た 気 分 で 、 東 京 を あ と に し た 。 河 北 氏 が あ と で 周 り 人 か ら 聞

い た 話 で は 、 父 親 も 河 北 氏 の 帰 今 を そ う と う 喜 ん で お り 、 タ オ ル 関

係 者 の み な ら ず 周 囲 の た く さ ん の 人 に 話 を し て い た よ う だ 。 父 親 の

河 北 氏 へ の 期 待 は 、 河 北 氏 の 帰 今 が 決 ま っ て か ら タ オ ル 工 場 の 設 備

を 増 設 し 近 代 化 し た こ と に 、 確 か な 形 と し て 表 れ て い る 。  

当 時 の 七 福 タ オ ル 工 場 は 、売 上 の 10 0%を 問 屋 か ら の 受 注 に 依 存

し て お り 、 問 屋 の 値 下 げ 要 請 に よ っ て 赤 字 を 出 し て い た 。 織 機 の 稼

働 率 は 低 く 、 コ ス ト 削 減 に も 苦 慮 し て い た 。 コ ス ト を 少 し で も 抑 え

る た め に 問 屋 か ら は 厳 し い 条 件 が 提 示 さ れ 、 た と え ば タ オ ル ケ ッ ト

の シ ン グ ル サ イ ズ の 標 準 は お よ そ 14 0〜 1 5 0 c m×2 0 0 c m で あ る

が 、七 福 タ オ ル で は 1 3 5 c m×1 8 0 c m の サ イ ズ を 生 産 し た こ と も あ

っ た 。 一 枚 の タ オ ル か ら 得 ら れ る 利 益 は 「 小 売 → 卸 → メ ー カ ー 」 の

順 に 引 き 算 さ れ 、タ オ ル メ ー カ ー の 手 元 に 残 る の は 売 値 の 4 0 %が せ

い ぜ い で あ っ た 。 こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 河 北 氏 は い く つ か の 疑 問

を 抱 く よ う に な る 。  

ま ず 、 自 社 で つ く っ て い る タ オ ル に も か か わ ら ず 、 い っ さ い メ ー

カ ー の 表 示 が な い こ と に 違 和 感 を 覚 え た 。 西 川 産 業 に 卸 し て い た タ

オ ル ケ ッ ト に は 、「今 治 産 」で も な く「 製 造 者・七 福 タ オ ル 」で も な

く 、「モ リ ハ ナ エ 」や「 ウ ン ガ ロ 」と い う ブ ラ ン ド 名 が タ オ ル 生 地 に

織 り 込 ま れ て い た り 、 刺 繍 さ れ て い た り 、 プ リ ン ト さ れ た り 、 あ る
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い は タ グ 付 け さ れ て い た 。 今 治 は タ オ ル の 産 地 と し て 有 名 だ が 、 そ

れ は 地 元 の 人 の 間 だ け で あ っ て 全 国 的 に 知 ら れ て い る わ け で は な か

っ た 。「 今 治 」を 正 し く 読 め る 人 は 日 本 に ど れ く ら い い る だ ろ う か ？

タ オ ル と 向 き 合 っ て 、 河 北 氏 は 「 今 治 は 下 請 け の 町 な ん だ 」 と 改 め

て 痛 感 し た 。産 地 で は 唯 一 、近 藤 繊 維 工 業（ 株 ）（現・コ ン テ ッ ク ス

株 式 会 社 ） が 自 社 ブ ラ ン ド を 展 開 し テ レ ビ C M も や っ て い た が 、 ご

く 稀 な ケ ー ス で あ っ た 。  

く わ え て 、 贈 答 用 に タ オ ル が 多 く 消 費 さ れ て い た た め 、 機 能 性 と

い う よ り は ブ ラ ン ド 名 が 重 視 さ れ 、 タ オ ル 本 来 の 良 さ を 体 現 し た 製

品 が 少 な か っ た こ と に も 疑 問 が あ っ た 。 言 い 方 を 換 え れ ば 、 自 分 で

使 い た い な と お も う タ オ ル が な か っ た 。  

 河 北 氏 は 、 七 福 タ オ ル 工 場 に 入 社 し て か ら 四 国 タ オ ル 工 業 組 合

（ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 ） の 集 ま り や タ オ ル メ ー カ ー の 地 区 単 位

で の 無 尽   、 取 引 先 と の 無 尽 な ど に 顔 を 出 す 機 会 が 増 え た 。 そ こ

で タ オ ル 業 界 に つ い て 多 く を 学 ん だ 。 あ る 日 、 タ オ ル メ ー カ ー の 無

尽 で 「 夕 方 に 問 屋 が 来 て く れ る タ オ ル メ ー カ ー に な ら な あ か ん な 」

と い う 話 を 聞 い た 。 こ れ は ど う 意 味 な の か ？ よ く 聞 い て み る と 、 問

屋 は 産 地 の タ オ ル メ ー カ ー を 格 付 け し て お り 、 比 較 的 大 き な タ オ ル

メ ー カ ー は 上 の ラ ン ク に 位 置 し 、 問 屋 は 夕 方 に 顔 を 出 し 夕 食 を 一 緒

に と る と 言 う の で あ る 。 問 屋 は 各 タ オ ル メ ー カ ー の 事 情 を 観 察 し 、

よ り 有 利 に 商 談 を 進 め る た め に 営 業 を し て い る 。 河 北 氏 は 感 心 す る

と 同 時 に 、「七 福 タ オ ル の 場 合 、問 屋 は 早 朝 に 来 よ る よ な 」と 現 状 を

客 観 視 し 、 改 め て 七 福 タ オ ル が 将 来 目 指 す べ き 方 向 性 を 確 認 し た 。  

 そ の 矢 先 の 出 来 事 で あ る 。 河 北 氏 は 、 大 学 時 代 に 所 属 し て い た 落

研 の 先 輩 に あ た る 春 風 亭 昇 太 氏 が 19 86 年 に「 二 つ 目 」に 昇 進 し た

際 に オ リ ジ ナ ル の 似 顔 絵 入 り タ オ ル を 贈 っ た 。 河 北 氏 の 頭 の な か で

は 自 社 ブ ラ ン ド 開 発 と は ま っ た く 関 係 な く 、 純 粋 に 先 輩 の 活 躍 を 祝

い た か っ た 。  

春 風 亭 昇 太 氏 は 、そ の タ オ ル を 関 係 各 所 に 配 っ た と こ ろ 、「 D I M E」

の 雑 誌 編 集 者 が た い へ ん 興 味 を も ち 、 七 福 タ オ ル の 記 事 を 載 せ た 。

LOOKS
ノート注釈
伝統的な互助扶助の金融形態のひとつ。仲間同士が集まって一定の掛金をもち寄り、相互に金銭を融通し合うしくみ。
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す る と 、 す ぐ さ ま 全 国 か ら 七 福 タ オ ル へ 問 い 合 わ せ が 4 0 件 ほ ど あ

り 、 ２ 週 間 で 2 0 0 件 ほ ど を 数 え た 。 こ の と き 河 北 氏 は 、「 本 来 の タ

オ ル の 機 能 を も ち 合 わ せ た 実 用 的 な 理 想 の タ オ ル を 自 社 で つ く れ る

か も し れ な い 」 と 直 感 し た 。  

1 9 8 7 年 、 河 北 氏 の 「 自 分 が ほ し く な る よ う な タ オ ル を つ く る 」

と い う タ オ ル へ の 熱 い 思 い に 理 解 を 示 し て く れ た 東 急 ハ ン ズ   

と 共 同 で タ オ ル 開 発 に 乗 り 出 し 、 初 の 自 社 ブ ラ ン ド 「 シ ン ド バ ッ ド

ホ テ ル シ リ ー ズ 」 が 世 に 出 た 。 こ の シ リ ー ズ は 無 地 の タ オ ル で 揃 え

た 。 河 北 氏 は 、 ま ず は 「 今 治 産 タ オ ル 」 を 全 面 に 押 し 出 し て 高 品 質

の タ オ ル を 消 費 者 へ ア ピ ー ル し 、 次 に そ れ を 製 造 し て い る 「 七 福 タ

オ ル 」 の 名 前 を 徐 々 に 知 っ て も ら お う と 考 え た 。 こ の 時 点 で 河 北 氏

は「 4 7 都 道 府 県 に 七 福 タ オ ル の 自 社 ブ ラ ン ド を 売 る 」と い う 目 標 を

立 て た 。こ れ を 実 現 す る た め に 200 0 年 に は 別 宮 町 の 旧 本 社 工 場 を

サ ン プ ル 工 場 と し て 稼 働 さ せ た の で あ る 。  

「 シ ン ド バ ッ ド ホ テ ル シ リ ー ズ 」の タ オ ル は 大 ヒ ッ ト し た 。当 時 、

バ ス タ オ ル 1 枚 の 値 段 が 平 均 2 , 00 0 円 前 後 だ っ た の に 対 し て 1 枚

3 , 5 0 0 円 で 販 売 さ れ た が 、飛 ぶ よ う に 売 れ た 。河 北 氏 は 、売 り 場 に

し ば し ば 足 を 運 び 、 実 際 に 自 社 の タ オ ル を 買 っ て い く 人 を 目 に し て

感 銘 を 受 け た 。 こ の 経 験 を バ ネ に 、 問 い 合 わ せ が あ れ ば 全 国 ど こ へ

で も み ず か ら 商 談 に 出 か け 、 直 販 中 心 の 流 通 を 構 築 し よ う と 決 心 し

た 。  

こ の タ オ ル の シ リ ー ズ は 、東 急 ハ ン ズ が 1 9 9 6 年 に 新 宿 店 を 開 店

さ せ た と き の 目 玉 商 品 の ひ と つ と な り 、「七 福 タ オ ル の タ オ ル は 1 0

年 使 え ま す 」 を 新 た な 謳 い 文 句 に 消 費 者 に 訴 求 し た 。 七 福 タ オ ル を

ス タ ー ダ ム に 押 し 上 げ て く れ た「 シ ン ド バ ッ ド ホ テ ル シ リ ー ズ 」は 、

バ ー ジ ョ ン ア ッ プ し な が ら 現 在 も 七 福 タ オ ル の ロ ン グ ラ ン 商 品 と し

て 販 売 さ れ て い る 。「 使 っ て も ら い た い タ オ ル を つ く る 。そ の 思 い が

つ な が っ た 結 果 か な 」と 河 北 氏 は 言 う 。東 急 ハ ン ズ で の 成 功 を 受 け 、

そ の 後 も 西 武 ロ フ ト や ビ ブ レ な ど と 取 引 を 開 始 し 、 直 販 ル ー ト を 拡

大 し て い っ た 。  

LOOKS
ノート注釈
1976年に東急不動産（株）（2013年より東急不動産ホールディングスの子会社）が（株）東急ハンズを設立し、ホームセンター事業に進出。独特の品揃えで売上を伸ばし、さらに全国各地にチェーン展開し、日本を代表する小売企業に成長。しかし2000年代に入り、古参店舗の閉店、新業態への転向、経営方式の見直しなど新たな課題に直面し、2021年3月期の連結決算ではおよそ70億円を超える赤字を出した。その後、東急不動産ホールディングスは東急ハンズの事業売却を決定し、2022年10月にベイシアグループのカインズの子会社となり、（株）ハンズへ改称し現在に至る。
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自 社 ブ ラ ン ド 開 発 を ス タ ー ト

さ せ て 順 調 に 推 移 し た か の よ う

に み え る が 、当 初 か ら う ま く い っ

た わ け で は な い 。 問 屋 主 導 の

1 9 8 0 年 代 後 半 は バ ブ ル 景 気 に

も 後 押 し さ れ 、お よ そ 3 億 円 の 年

間 売 上 を 計 上 し て い た が 、そ の 後

直 販 に 切 り 替 え て か ら 199 6 年

頃 ま で 2 億 円 ほ ど に 減 少 し た 。

「 な ぜ だ ろ う 」と 繰 り 返 し 自 問 自

答 す る な か で 、河 北 氏 は 製 造 工 程

を 見 直 し た 。1 99 6 年 、工 場 の 稼

働 率 を 上 げ る た め に 工 場 を 新 た

に 造 成 さ れ た 工 業 団 地 に 移 転 し 、 規 模 を 拡 大 し た 。 そ れ 以 降 、 生 産

性 を 上 げ 、 消 費 者 に 喜 ば れ る 機 能 性 の 高 い 製 品 の 開 発 に 注 力 し た 。  

 

問屋 との商売は長年連れそう女房のようなもの、自社ブラン

ドの商売は金のかかる愛人のようなもの  

 

河 北 氏 に と っ て 自 社 ブ ラ ン ド と は 何 か ？ そ の メ リ ッ ト は 、 製 品 の

独 自 性 に 込 め ら れ た 圧 倒 的 な ア ピ ー ル 力 で あ る 。 こ の ア ピ ー ル は 、

消 費 者 の み な ら ず 組 織 全 体 や 組 織 に 属 す る 従 業 員 に と っ て の ア ピ ー

ル 力 も 含 む 。 一 方 の デ メ リ ッ ト は 、 在 庫 を 抱 え て し ま う リ ス ク で あ

る 。 メ ー カ ー に と っ て 在 庫 は も っ と も 避 け た い リ ス ク で あ る 。 こ の

リ ス ク を 背 負 い な が ら 自 社 ブ ラ ン ド を 展 開 し 、 直 販 に つ な げ る 。 こ

れ が 河 北 氏 率 い る 七 福 タ オ ル の 「 覚 悟 」 と 「 成 長 」 で あ る 。 河 北 氏

は 問 屋 か ら の 受 注 生 産 と 自 社 ブ ラ ン ド 生 産 を 例 え て 、 こ ん な 話 を し

て く れ た 。「問 屋 と の 商 売 は 長 年 連 れ そ う 女 房 の よ う な も の 、自 社 ブ

ラ ン ド の 商 売 は 金 の か か る 愛 人 の よ う な も の 。」 手 塚 治 虫 が か つ て

「 漫 画 は 本 妻 、 ア ニ メ ー シ ョ ン は 愛 人 」 と 言 っ て い た が 、 タ オ ル と

 

 

シ ン ド バ ッ ド シ リ ー ズ の 白 い タ オ ル  

（ 写 真 出 典 ： 東 急 ハ ン ズ H P ）  
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漫 画 で は モ ノ は ま る で 違 う が 、 当 た ら ず も 遠 か ら ず で あ る 。  

 七 福 タ オ ル が 自 社 ブ ラ ン ド 開 発 に 邁 進 し て い る な か で 、 タ オ ル 業

界 全 体 に と っ て 試 練 の 時 代 が や っ て き た 。 199 0 年 代 か ら タ オ ル 生

産 量 は 減 少 し 、 そ の お も な 要 因 で あ る 輸 入 タ オ ル の 増 加 に 歯 止 め を

か け る べ く 、 200 1 年 に は 繊 維 セ ー フ ガ ー ド の 発 動 を 、 タ オ ル を 含

む 繊 維 業 界 が 国 へ 申 請 し た 。 こ の 状 況 を 河 北 氏 は ど う 捉 え て い た の

か ？  

当 時 、 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 理 事 長 で あ っ た 近 藤 寛 司 氏 か ら 通 商

問 題 の 責 任 者 を 依 頼 さ れ た 河 北 氏 は 、 日 本 の タ オ ル 業 界 、 さ ら に は

繊 維 業 界 に つ い て 綿 密 に 調 査 し て い た （ 近 藤 寛 司 氏 に つ い て は 「 タ

オ ル び と 」2 0 1 6 年 8 月 号 〜 1 1 月 号 を 参 照 ）。現 状 を 知 れ ば 知 る ほ

ど 、 ど う あ が い て も 国 は 従 来 の よ う に 繊 維 産 業 を 保 護 し な い と 踏 ん

で い た 。 予 想 ど お り 、 セ ー フ ガ ー ド は 見 送 ら れ た が 、 ひ と つ 良 か っ

た 点 は 、 組 合 員 が 一 枚 岩 に な っ て 団 結 し た こ と で あ っ た 。  

 （ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


